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ー
註:･･･……取得率の欄のカッコ内の数値は，軟骨(原材料)に対する取得率を意味している。
この精製実験の試料は，既に述べたように，2時間
の煮沸によるアルカリ溶解後，減圧または加熱濃縮
によって得られた粗製コンドロイチン硫酸である。
この実験においても，毎回5gの試料が精製に供さ
れているが，各試料からの精製コンドロイチン硫酸の
取得量は0.4～1.4gであって，これは，実験の試料か
らみると，8～28％の取得率に当っている。この取
得率は，念のために原材料即ち鮫の乾燥軟骨に対す
る比率に換算してみると，5～12％に相当しているこ
とが，確かめられている。
この精製実験群のものについても，得られた製品の
分析を行なってみると，表の中に一括して記載して
あるように，硫黄は4.76～5.57％となっていて，窒
素は2.72～3.41％となっている。なお，念のため
に,S/N値を算出してみると，約0.52～0.90に当っ
ている。このような分析結果殊に上記したS/N値
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からみると，この実験に使われた試料，即ち，2時間
の煮沸アルカリ溶解法によった粗製コンドロイチン硫
酸から精製されたものは，前記した第1および第2
の精製実験の製品より，遥かに純度が劣るものにな
っていると，いわなければならない。
以上のように,2時間の煮沸によってアルカ
リ溶解を行なった上，濃縮して得られた粗製
コンドロイチン硫酸からは，純度の充分なコン
ドロイチン硫酸は取得できないものであるこ
とが，確かめられたのであるが，同時に，この
精製実験においては，精製品の取得率に関して
も，この実験群の試料は，前記の第1及び第
2の精製実験群のものよりかなり不良になっ
ていることが，確かめられたのである。
この精製実験においては，4回の実験が行なわれて
いるが，そのうちの第10号例だけが，この実験群の中
では，特に大きな取得率を示しているのは，甚だ注
目すべきことである。そこで，このような例外とも
みられる例が何故に起ったかとの問題について，念
のために吟味検討してみると，この例は，2時間煮沸
によるアルカリ溶解後に，抽出液を減圧濃縮して造
られた粗製コンドロイチン硫酸が試料として使われ
ているが，他の3例の試料は，すべて加熱濃縮された
ものである。してみると，この精製実験の第10号試
料の取得率が，その他の試料に較べ，遥かに高くな
ったのは，濃縮に当って減圧法が採用されたことに
原因していると，考えてよさそうである。
そこで，仮りに第10号の減圧濃縮例を除外したこ
とにすると，この実験群のものの取得率は，約8～12
％になり，原材料即ち乾燥軟骨に対しては，5～7％
という甚だ低いものになって来る。
なお念のために，以上に述べたそれぞれの
精製実験の成績を綜合し，その意義を再検討
しておくと，精製コンドロイチン硫酸の取得率
は，鮫軟骨を原材料として，粗製品を造る過
程において，終始一貫加熱処置が全く行なわ
れなかった試料群のものが，最も高くなってい
て，濃縮だけに加熱法が採られた試料群のも
のが，これに次ぎ，アルカリ溶解および濃縮
の両過程に加熱法が採用された試料のものの
場合には，前2者に較べ，明かに遥かに低く
なっている。而かも，精製された製品の分析
結果によると，第1および第2の精製実験に
おいては，常に非常に純粋なコンドロイチン
下
硫酸が取得されているが，加熱法が採用され
た第3精製実験の取得物は純度がかなり落ち
るものになることが，確かめられているのであ
る。
すると，この精製実験の結果によれば，鮫軟
骨からのコンドロイチン硫酸の抽出精製に当っ
て精製品の取得率をたかめ，良質のものを得
るためには，加熱を全く行なわない方法を採
用することが必要になって来る事実が，はっ
きりと示されたものと解される。このこと
は，さきに述べた著者の粗製コンドロイチン硫
酸に関する実験部分の成績とは明かに違うも
のであって，寧ろ相反する成績であると，い
うことができる。というのは，粗製コンド
ロイチン硫酸に関する実験部分では，軟骨のア
ルカリ溶解或はその抽出液の濃縮操作に当っ
て，加熱処置を採用した方が，少くも得量の
点では，明かに一段と効果が良くなって行く
ことが，確かめられているからである。
C.第1実験部分と第2実験部分との成績の
綜合考察
以上に述べたように，本篇の研究の第1実験
部分と第2実験部分との間には，一見全く相
反するものであるかのような成績の違いが，現
われたのである。，このことは，コンドロイチ
ン硫酸が既に実用に供され,その工業的製造
法の如何が明かに問題となっている今日にお
いては，特に看過できない所である。
そこで，ここに改めて，2つの実験部分の成
績を綜合考察し，本篇研究の結論をはっきり
と述べておこうと，思う。
そうした意味合いにおいて，本篇研究の第1
部門即ち粗製コンドロイチン硫酸に関する実
験部分の成績を改めて検討すると，その抽出
精製には，アルカリ溶解または濃縮操作の部
分に，加熱処置を採用すれば，少くも得量の
点では，効果が明かに一段とよくなって来る
ことが，確かめられているようではあるが，念
のためその製品の分析成績をみると，加熱処
置は，どうやら逆に，製品の質(純度)を低下
させて行くものではないかと，疑われるような
成績になっている。従って，この第1実験部
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分の成績だけでは，コンドロイチン硫酸の製造
過程において，果たして加熱処置が推奨すべ
きものであるかどうかとの問題については，ど
うみても，まだ充分に解決できない点が残さ
れていると，いわなければならない。
さきに述べたように，極く最近には，寧ろ或る程
度までに力燃した方が，少くも粗製品を造るために
は，遥かによい効果が得られると，主張する人もあ
るので，この問題の如何は，大きな関心事となってい
るのである。
そこで，著者は更に進んで，本篇研究の第
2実験の部門において，粗製コンドロイチン硫
酸のそれぞれのものについて，最終的の精製実
験を行ない，得た製品の取得量およびその分
析値に基づいて，コンドロイチン硫酸の製造過
程に加熱処置がどんな影響(効果)を与えるか
との問題を，再検討しようとした。この実験
の結果は，既に実験成績の部分で審わしく述
べておいたように，精製品の取得率は，鮫の軟
骨を原材料として，粗製品を造る過程に当っ
て，終始一貫加熱処置を全く行なわなかった
試料群のものが，最も高くなっていて，濃縮操
作だけに加熱法が採られた試料群のものが，
これに次ぎ，アルカリ溶解および濃縮の両過
程に加熱法が採用された試料のものの場合に
は，前2者の場合に較べ,明かに遙かに低く
なっている。而かも，精製された製品の分析
成績によると，第1および第2の精製実験に
おいては，常に非常に純粋なコンドロイチン
硫酸が取得されているが，加熱法が採用され
た第3精製実験における取得物は純度がかな
り落ちたものになることが，確かめられたので
あった。すると，軟骨からのコンドロイチン
硫酸の製造に当っては，その抽出および精製
過程に加熱処置を採用するやり方は，極力避
けなければならないことは，確かである。
著者の実験においては，加熱の処理は，アルカリ溶
解と濃縮作用との両方またはその一方に使われてい
るので，なお念のために，実験成績をよく吟味して
みると，抽出液の濃縮段階への加熱処置の方が，アル
カリ溶解時の加熱よりも遥かに大きな障碍となって
いることが，認められる。といっても，アルカリ溶
解に当っての加熱処置も亦，かなり大きな障碍的影響
を与えるものであることは，前に掲げた第4表，第
5表および第6表の内容からも，既に充分に諒承さ
れるものと思われるので，ここには，改めてその説
明をしないことにする。
いずれにしても，著者の精製実験即ち第2実験部
門の成績によれば，鮫軟骨からのコンドロイチン硫酸
の抽出製造および精製過程において，そのどこかの
部分に加熱処置を行なう方法を採ることは，製品の
取得量および純度からみて，はっきりと不利益であ
ると，認められたのである。
さて次に，以上の成績と矛盾しているかの
ようにみられた第1部門の成績を，ここに改
めて，吟味検討すると，その実験部門即ち粗
製コンドロイチン硫酸の作成に関する部門にお
いては，アルカリ溶解または濃縮操作に当っ
て，加熱処置を採用するときは，少くも得量
の点では，一段と良好な抽出効果が得られる
もののように，見受けられたのであった。だ
が，その製品の分析表をみると，それはどう
やら逆に，製品の質(純度)をかなり低下させ
るのではないかと，疑われるような成績になっ
ていることが，確かめられている。前記した
ところの第2実験部門の成績，即ち，粗製コン
ドロイチン硫酸を改めて更に精製した実験部
門の成績は，この疑い即ち分析成績からする
疑いが全く事実(本当)であることを，裏書き
しているものと，解される。
してみると，本篇の第1実験部分の成績にお
いて，加熱処置が一見，製品の収得量を増加
させるかのようにみられたのは，実はたまた
ま，酒精で沈澱する不純物がコンドロイチン
硫酸とともに析出した結果，恰かも得量が増
えたかのように，見受けられたためであると，
考えなければならない。すると，軟骨からの
コンドロイチン硫酸の抽出精製に当っては，矢
張り終始一貫して，加熱処置を行なわぬこと
が必要であると，いえる。
従って，最近の文献において，コンドロイチン硫酸
の抽出精製に当っては，寧ろ或る程度に加熱をした
方が，少くも粗製品を造る目的上には，効果的であ
るかのように述べている報告があるが，それはどう
みても，間違った考え方ではないかと，いわなければ
ならないのである。
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なお以上に論じて来た所を，念のために綜
合すると，本篇の研究においては，第1実験部
門と第2実験部門の成績との間に，一見矛盾
総
この報告においては，コンドロイチン硫酸に
関する研究の一部として，軟骨からのコンドロ
イチン硫酸の抽出･精製の際に，処理温度がそ
の得量および製品の品質に，どんな影響を与
えるかを実験の上から確かめようと試みた研
究の結果が，特に審わしく記載されている。
その研究材料としては，ツノザメの頭部の透明軟骨
が細断乾燥した上使われ，その実験に当っては，乾
燥試料(軟骨)の膨化，アルカリ溶解および抽出液の
濃縮などのその製造過程における各操作について，低
温処理と加熱処理との両方が種々の組合わせで行な
われたが，その結果得られた製品については，硫黄量
と窒素量の分析を行ない，各製品の取得量と純度の
如何とが吟味検討され，その結果を製法の適否判定
に関する根拠とした。
実験は，粗製コンドロイチン硫酸に関する実
験部門と粗製品を試料としてトリパフラピン
による精製を行なった実験部門とに分かれて
いるが，そのそれぞれの実験部門における主要
な研究成績をなお念のために列挙しておくこ
とにすると，次のようである。
1．まず最初に，粗製コンドロイチン硫酸の
抽出･精製に関する実験部門の成績について吟
味検討すると，氷室内または室温でアルカリ
溶解を行ない，減圧濃縮された抽出液から取
得された粗製コンドロイチン硫酸の取得率は，
乾燥試料の32～36％であった。
この製品の分析値をみると，硫黄量は4.58～4.71
％で，窒素量は4.06～4.21％であって，そのS/Nの
値は，0.49～0.51という数になっている。
2．氷室内または室温でアルカリ溶解を行
ない，加熱濃縮をした抽出液から得られた粗
製コンドロイチン硫酸の取得率は，乾燥試料に
対し，32～40％となっているが，その過半のも
のは39～40％の域にあるので，この群のもの
の取得率は，前群のものより明かに高いとい
える。
下
した所があるかのようにみられたが，実はそ
れは，内容的にみると，全く矛盾がないもの
であることが，立証された筈である。
括
この製品の分析値をみると，硫黄量は4.06～4.22
％で，窒素量は4.57～4.85％であり，そのS/Nの値
は，0.37～0.39になっている。
3．煮沸のアルカリ溶解後，減圧または加熱
濃縮を行なった抽出液から採取された粗製コ
ンドロイチン硫酸の取得率は，減圧濃縮による
ものが約44％，加熱濃縮のものが約57～66
％となっている。従って，煮沸によるアルカ
リ溶解をしたものは，前2者より明かに高い
取得率となり，特にこの群の加熱濃縮を行な
ったものは遥かに高い取得率になっているか
のように，見受けられる。
この群の製品の分析値をみると，硫黄量は2.16～
2.73％，窒素量は5.66～7.80％であり，そのS/Nの
値は0.11～0.27になっている。
4．以上に記載した粗製コンドロイチン硫酸
に関する実験部分(第1実験部門)の結果による
と，その製造過程のどこかに加熱処置を行な
えば，如何にも取得量が多くなるように見受
けられるだけではなく，加熱処置が2回以上に
なると，ますます製品の取得量が増えて行く
かのように，思われる。従って，コンドロイ
チン硫酸の工業的生産に当っては，その工程に
おいて加熱処置をした方が，寧ろ良好な生産
効果を挙げ得ると，いえそうである。
しかし，製品のS/N値は，上記したように，加熱処
置によるものの方が，明かに小さくなっている。
このような所からみると，加熱処置は，どうやら逆
に，製品の質(純度)を低下させ，不純物の量が増え
て行く結果を生ずるのではないかと疑われる節があ
るようにも，考えられる。
5．この研究では，更に進んで，上記の粗製
品を試料とし，トリパフラビンを使う精製実
験(第2実験部門)を行ない,この成績を吟味
検討した。その結果によると，第1実験群の
もの即ち加熱を全くしない製法によって造
られた粗製品からは，非常に純度が高いコン
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ドロイチン硫酸が得られ，その取得率を吟味
すると，粗製品に対して48～58％(乾燥軟骨に
対しては17～20％)となっている。
この群の精製品の分析値をみると，硫黄は7.21～
7.28％，窒素は2.42～2.50％であって，そのS/Nの
値は1.27～1.29になっている。
6．濃縮だけに加熱処置をする方法によって
得られた粗製品(第2実験群のもの)からは，か
なり純度が高い精製コンドロイチン硫酸が得
られ，その取得率は34～44％(乾燥軟骨に対し
ては12～16％)となっている。
この群の精製品の分析値を見ると，硫黄は6.78～
7.01％，窒素は2.61～2.73％であって，そのS/Nの
値は1.12～1.15になっている。
7．煮沸のアルカリ溶解後，減圧または加熱
濃縮を行なった抽出液から採取された粗製品
(第3実験群のもの)からは，減圧濃縮によるも
のが28％(乾燥軟骨に対しては12％)，加熱濃
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得された。
この群の精製品の分析値をみると，硫黄は4.76～
5.57％，窒素は2.72～3.41％であって，そのS/Nの
値は0.52～0.90になっている。
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